
平成 15年 3月期　中間決算短信　（連結）

株式会社　大　真　空 上場取引所(所属部)　　大（市場第１部）
本社所在都道府県
兵庫県
TEL(0794)26-3211

中間決算取締役会開催日　　　　平成 14年 11月 22日
米国会計基準採用の有無　　　　　　　　　　無

１．14年 9月中間期の連結業績 （平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日）
(1) 連結経営成績 （百万円未満切り捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
1 5, 1 5 7 △ △　 1, 5 1 1 △　 2, 3 1 1
1 7, 6 2 6 △ △ 6 4 4 △ 3 9 1
3 2, 6 3 3 △ 3, 5 1 0 △ 2, 4 9 6

百万円 ％ 円 銭 円 銭
△ 2, 3 7 5 △ 5 9 0 1 ― ―
△ 1, 0 6 3 △ 2 6 4 0 ― ―
△ 3, 9 4 9 △ 9 8 0 5 ― ―

（注）　①持分法投資損益 14年9月中間期　　△42百万円　　13年9月中間期　41百万円　　14年3月期　62百万円　　　
②期中平均株式数（連結）　　14年9月中間期　40,255,068株　　13年9月中間期　40,287,558株　　14年3月期　40,282,399株
③会計処理の方法の変更　　　　　無
④売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2) 連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭
7 6, 9 3 6 3 6, 1 3 6
8 0, 1 0 2 4 1, 4 9 7
7 7, 8 8 2 3 9, 1 1 1

（注）期末発行済株式数（連結）  14年9月中間期40,239,407株　　13年9月中間期40,287,558株　　14年3月期40,271,223株

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円
   3 3 3 △ 5 7 6 1, 6 8 2 1 5, 5 4 4
1, 2 9 5 3 8 1 2 9 8 1 2, 9 3 8
2, 2 1 1 △    9 7 7 1, 8 2 8 1 4, 2 3 1

(4) 連結範囲及び持分法の適用に関する事項
連結子会社数　   10 社 持分法適用非連結子会社数　 -  社 持分法適用関連会社数   1 社

(5) 連結範囲及び持分法の適用の異動状況
連結　（新規）　 - 社　 （除外）　- 社 持分法　（新規）　 - 社　 （除外）　- 社

２．15年 3月期の連結業績予想 （平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）

△ 3, 0 7 0 △ 3, 4 5 0

（参考） 1株当たり予想当期純利益　（通期）△ 85 円 74 銭
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経常利益
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14年 3月期

14年 3月期

当期純利益
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平成 14年 11月 22日
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企 業 集 団 等 の 状 況

当社がセラミック製品等を製造販売しております。

なお、上記事業区分と事業の種類別セグメント情報における事業区分とは同一であります。

［ 水 晶 製 品 事 業 ］

［ そ の 他 事 業 ］

[ 素形材超精密加工事業 ］

上記以外に、損害保険代理事業及び労働者派遣事業を行っている大真興産㈱(非連結子会社)があります。

当社及び九州通信工業㈱ （連結子会社）、加高電子股芸有限公司 （関連会
社） が製造販売しております。  Ｐ．Ｔ．ＫＤＳインドネシア （連結子会
社）、天津大真空有限公司（連結子会社） は製造子会社であります。 販売
については、ダイシンクウ （HK）リミテッド他５社の連結子会社がありま
す。
西原金属工業㈱ （連結子会社） が製造販売しております。 当社は、材料を
購入しております。

当グループの事業に係わる位置付けおよび事業の種類別セグメントとの関連は、次のとおりであります。

以上の事項を事業系統図によって示すと、次のとおりであります。

当社企業集団は、当社、子会社11社および関連会社１社により構成され、その主な事業は人工水晶およ
び水晶振動子ベースから製品にいたる電子部品の製造販売を行っております。

損害保険代理及び
労働者派遣事業

　　　　　   P.T.　KDS　ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

　　　　　    天津大真空有限公司

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社

　　　        ﾀﾞｲｼﾝｸｳ　(HK)　ﾘﾐﾃｯﾄﾞ
                       （香　港　地　区）
　　　　　 ﾀﾞｲｼﾝｸｳ　(ｱﾒﾘｶ)　ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
                      　（北　米　地　区）
　　　　　 ﾀﾞｲｼﾝｸｳ　(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ) PTE. ﾘﾐﾃｯﾄﾞ
                       （ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ地区）
　　　　　 ﾀﾞｲｼﾝｸｳ　(ﾄﾞｲﾂﾗﾝﾄﾞ)　GmbH
                       （欧　州　地　区）
　　　　　 台湾大真空股芸有限公司
                       （台　湾　地　区）
　　　　　  ﾀﾞｲｼﾝｸｳ　(U.K.)　ﾘﾐﾃｯﾄﾞ
                       （ｲｷﾞﾘｽ　地　区）
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6
 
社
）

　
販
　
売
　
会
　
社

製 品 の 供 給

（

2
社
）

製
造
会
社

　   加  高  電  子  股  芸  有  限  公  司  ※

　九　州　通　信　工　業　株　式　会　社

　西　原　金　属　工　業　株　式　会　社

　   大    真    興    産    株    式    会    社

半製品の供給
及び製品の購入

半製品の供給
及び製品の購入

半製品の供給
及び製品の購入

材 料 の 購 入

素
形
材
超
精
密

加
工
事
業

そ
の
他

事
業

  製  品

製    品

製    品

材料の供給

 
 
 
 
 
 
 
 
得
 
 
 
 
 
 
 
 
意
 
 
 
 
 
 
 
 
先

製                       品

（連 結 子 会 社）

（連 結 子 会 社）

（関 連  会 社）

（連 結 子 会 社）

（連 結 子 会 社）

（非 連 結 子 会 社）

※　持分法適用会社であります。
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経経経経    営営営営    成成成成    績績績績    

 

 

（１）当期の概況 

 当中間連結会計期間における当グループをとりまく経営環境は、米国はもとより世界的な

経営低迷が続き、力強さに欠けたなかで推移いたしました。 

 電子部品業界におきましては、携帯電話や PC の在庫調整が終了し、世界的なスポーツイ

ベントの開催によりＡＶ機器に回復の兆しが見られましたが、経済低迷の影響は避けられず、

本格的な需要回復には至りませんでした。 

 水晶業界におきましても、数量的には回復基調にありますが、業界の能力過剰感や海外メ

ーカーの台頭が継続しており、単価下落が一段と進む結果となりました。 

このような経営環境下におきまして当グループは、組織改革、および海外生産の推進や新

製品を拡充して競争力の強化に取り組みましたが、後半に入って、再び市場は不透明感が

強まり、当中間連結会計期間の連結売上高は 15,15７百万円（前年同期比 14.0％減）、連結

経常損失 2,311 百万円（前年同期連結経常損失 391 百万円）、連結中間純損失 2,375 百

万円（前年同期連結中間純損失 1,063 百万円）と、大幅な損失を計上することになり、誠に不

本意な結果となりました。 

 

 

（２）通期の見通し 

下半期におきましても、一定の需要は見込めるものの単価下落の影響が継続し、厳しい状

況が継続すると思われますが、今後も拡大が見込まれる情報機器やカーエレクトロニクス市

場に対応した新製品を市場に投入して、業績の拡大に努めるとともに、新たに策定した原価

改善の推進体制強化、国内生産拠点の集約とマザー工場化の推進等、経営改革諸施策を

より強力に展開することにより、早期の業績回復・改善を図り、株主の皆様のご期待にお応え

してまいる所存でございます。 

通期の業績予想につきましては、売上高 32,100 百万円、経常損失 3,070 百万円、当期純

損失 3,450 百万円を見込んでおります。 

 

 


